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2020年6月11日 

（倫理審査委員会承認日以降） 

研究に関するお知らせ 

高齢者におけるStage IV大腸癌に対する手術治療に関する後ろ向きコホート研究 

 

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター病院 大腸肛門外科では、以下にご説

明する研究を行います。 

この研究への参加を希望されない場合には、研究不参加とさせて頂きますので、下

記のお問い合わせ先にお申し出ください。お申し出になられても、いかなる不利益

も受けることはございませんのでご安心ください。 

 

■研究目的・方法 

目的：一般に Stage IV 大腸癌(他の臓器への転移や腹膜播種を認める大腸癌)に対

する治療は抗癌剤などによる化学療法が中心となりますが、癌による症状があるとき

には癌を含む大腸の切除を行ったり、症状の緩和を目的として人工肛門を造る手術を

行ったりもします。可能であればもとの大腸癌とともに転移した先の病変も切除する

根治的切除が行われることもあります。一方、高齢者においても通常の大腸癌切除術

は安全に行われていますが、Stage IV のような高度進行癌を持っている場合の手術

治療の安全性や有効性についてはまだ十分に評価されていません。この研究ではそれ

を明らかにすることを目的としています。 

方法：当院で Stage IV大腸癌に対する手術治療を受けられた方の診療記録から様々

なデータを抽出して、手術後の合併症や入院期間といった短期成績や、生存期間など

の長期成績に影響を及ぼす因子について解析・検討を行います。 

意義：この研究の結果によって、高齢で高度進行大腸癌となってしまった患者さん

に対して、どのような場合に手術治療が有効で生存期間の延長などが期待できるか、

また、どのような場合には手術治療がかえって身体の負担になってしまうかなど、手

術治療のメリット・デメリットにつき判断する情報が得られます。 

 

■研究期間 

理事長承認日～2024年9月30日 

 

■研究の対象となる方 

大腸癌に対して 2010年 1月～2018年 12月までの間に当院にて手術治療を施行さ

れ、手術時の年齢が満 75歳以上であった方。 

 

■研究に用いる試料・情報の種類 

上記の対象期間中に診療録に記録された診療情報（経過記録、諸検査結果、手術

記録ほか）などを、研究に使用させて頂きます。使用に際しては、政府が定めた倫

理指針に則って個人情報を厳重に保護し、研究結果の発表に際しても、個人が特定

されない形で行います。 
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■研究計画書等の入手・閲覧方法・手続き等 

あなたのご希望により、この研究に参加してくださった方々の個人情報の保護や、

この研究の独創性の確保に支障がない範囲で、この研究の計画書や研究の方法に関す

る資料をご覧いただくことや文書でお渡しすることができます。ご希望される方は、

どうぞ記載のお問合せ先にお申し出ください。 

 

■個人情報の開示に係る手続きについて 

本研究で収集させて頂いたご自身の情報を当院の規定に則った形でご覧頂くこと

も出来ます。 

ご希望される方は、どうぞ記載のお問合せ先にお申し出ください。 

 

■研究体制： 

機関名： 国立研究開発法人国立国際医療研究センター 

○研究責任者 

大腸肛門外科 常勤医師 大谷 研介（連絡担当者） 

○研究協力者 

大腸肛門外科   医長  清松 知充 

大腸肛門外科 常勤医師 出口 勝也 

大腸肛門外科 常勤医師 合田 良政 

大腸肛門外科 常勤医師 永井 雄三 

 

■お問い合わせ先 

実施機関名 国立研究開発法人国立国際医療研究センター 

担当者 大腸肛門外科 常勤医師  大谷 研介 

電話番号 03-3202-7181（代表） 内線：4737 

受付時間・曜日 月～金： 8:30～17:00 

 

 


